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恭賀新年  
会長 巴 昭彦 

  
年末年始に勤務された皆様！お疲れ様でした。また、つかの間の正月休みを

過ごされた皆様も、初出からの業務！お疲れ様です。 

年初の会務に先立ち『技師会だより』を拝読されているすべての皆様にとって

今年が良い年でありますよう祈念するとともに、本年も高知県診療放射線技師会

の事業へのご協力とご支援・ご鞭撻を賜りますよう厚く御礼申し上げます。 

  さて、昨年から続く異変が今年も続きそうですが、振り返ると人が集い、

顔を合わせ、言葉を交えることの必然性を改めて思い知りました。会合でき

ない虚脱感から解放され、すべてが解決して、以前の日常に戻り、次の時代の

明るい未来を語りたいものです。 

明るい未来と言えば、医師の働き方改革におけるタスク･シフト/シュアリン

グにより、診療放射線技師の業務内容が大きく変貌しようとしています。 

診療の補助として「医」の行為を行うためには、医療安全の担保と責任が

必須です。我々は責任を担保するために新たな業務に対応した研修を履修し

てきましたが、さらにステップアップされるかもしれません。 

今後は、責任の取れる職業を目指すため、現時点では先の見えない状況も

ありますが、診療放射線技師として、また医療人として研鑽を積み、日本の

医療が円滑に行えるように職種の隙間を埋める潤滑油のように働き、医療と

保健の維持発展に貢献できれば良いと思います。 

  最後に、会務については世代交代の年と考えています。執行部の若返りも

視野に入れて理事を募集します。（※最終頁ご確認！） 

  先ずは、2 月のMRI 検査基礎講習会と 3 月の高知県学術大会へご参加頂き

ますようお願い申し上げます。 
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技 
師 

会 だ よ り 

高知県診療放射線技師会 

謹 賀 新 年  
本年も役員一同よろしくお願い申し上げます。 
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新春のご挨拶 
副会長 伊東 賢二 

あけましておめでとうございます。 
旧年中は会の運営にご協力いただきありがとうございました。昨年この挨拶を書いて
いるころは、このような社会状況になるなど想像すらできませんでした。早くこの状
況が収束することを願うばかりです。 
さて、自分自身がこの一年で何ができたか？目標は達成できたのか？振り返ってみる
と、一つは、第 508 号で書いたとおり、新たな大学院修士コースを創ること。当初
令和 4 年の開講としておりましたが、令和 3 年 4 月開講とせよ!!との天の声。「ヘル
スケアイノベーションコース」として、11 月から学生募集を行うまで進めることが
できました。 
このコースの目的は、「連携」をベースとした総合的な課題解決能力を涵養するた
めに、医工学の基礎科目をベースとして、コミュニケーション、イノベーション、さ
らに危機管理能力、病院経営、医療政策など幅広いテーマの科目を設置し組織横断的
に活躍できる人材を育成することにあります。 
このコースを創るにあたり、各分野の専門家、大学教授・教員、研究者、起業家、グ
ローバル企業等、さまざまなスキルを持った方に講師をお願いしてまいりました（外
部講師は 50 名になりました）。この中で改めて認識したのは、組織を横断できる知
識を持つ人材をどの組織も強く求めているということです。 
研究、機器開発、自分の研究等ものづくりの成果をあげるためには連携が必要である
こと。もう一つは、より効率的病院運営ができるよう協力できる組織にするために、
異なった職種をまとめ中央診療施設の縦割りをなくし、お互いの職種を尊重し合いな
がら病院経営や医療により貢献できる体制を整えること。放射線部・検査部・リハビ
リテーション部・臨床工学部の技師・技士が同じ組織になることで synergy を起こす
ことです。高知大学では、この 4 部署の技師・技士が一つになり 4 月から医療技術
部がスタートします。 
診療放射線技師自体の社会的地位の向上を目指すことは技師会としても必要なこと
です。しかしながら、それを達成するためには、自分たちの世界に留まらず、広い視
野と連携がより必要になります。 
そのことを会員の皆様どうぞ忘れないようにお願いいたします。本年もよろしくお願
いいたします。 

 
 
 
 

新年のご挨拶 
副会長 髙橋 宏幸 

明けましておめでとうございます。 

昨年は、新型コロナウイルスの影響を受けるなか高知県診療放射線技師会の事業へのご

理解ありがとうございます。 

昨年 4 月 1 日から改正医療法施行規則が施行され、CT などの線量管理や記録が必要と

なりました。放射線線量が管理された画像の画質評価や画像処理、それに付加した画像の

再構築などは、現在の放射線画像には不可欠となっています。それを診療に提供するのは

診療放射線技師による重要な役割の一つです。本年の 4 月 1 日からは水晶体の透過線量限

度の法改正が施行されます。引き続き活躍の場は増えつつあります。 

業務拡大関連では、地方開催による講習会はなくなりましたが、診療放射線技師法の一

部改正で業務を行うための絶対条件として医療の安全を担保することが求められ、そのた

めの知識、技能を習得することは努力義務として課せられています。この造影剤注入器の

操作や抜針等の業務のみならず、診療放射線技師のタスクシフト/シェアに伴う業務拡大

として、静脈路確保などの業務も検討されています。それに、高知県内でＭＲＩ技術研究

会も立ち上がったことも付け加えておかなくてはなりません。 

このように診療放射線技師を取り巻く環境は丑年だからと言って、牛歩していては追い

つかない勢いで進んでいます。これらに対応するためにも会員一人一人のご理解とご協力

が必要です。本年も本会活動へのご支援をよろしくお願いします。 
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理事からのご挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あけましておめでとうございます。 

 

旧年中は皆様には何かとお力を頂き誠に

ありがとうございました。コロナ過という

特殊な世の中ですが、迅速にそして正確に

情報を発信し、少しでも皆様のお役に立て

るよう頑張りたいと思いますのでどうかよ

ろしくお願いいたします。 

 

         広報担当 板山 和幸                   

 

あけましておめでとうございます 

 
昨年は新型コロナの影響で色々制限の多い年と

なりました この機会に一度生活をリセットし

本当に必要なものそうでもないことの仕分けを

するいい機会をいただけたと考えています 

技師会は仕分けないようお願いいたします          

 

 

          企画担当 栁本禎久                       

  

あけましておめでとうございます。 

 

 昨年は新型コロナの影響で地区活動を行

うことができませんでした。まだ今年の見

透しも立ちませんが、もうすぐ皆様と美味

しいお酒を飲むことが出来ると信じていま

す。今年もよろしくお願いいたします。 

 

      西南部地区理事 岡林 史朗 

 

あけましておめでとうございます。 

 

昨年は『コロナウィルス』の影響で自粛や

院内の物資不足など、いろいろな気苦労の

絶えない１年でありました。まだまだ気の

抜けない状況ではありますが、体調管理を

しっかりして一緒に立ち向かって行きまし

ょう。 

今年もよろしくお願いいたします。 

     西部地区理事 秋田 和宏   

あけましておめでとうございます 

 

昨年は新型コロナの影響により、色々な

ことが制限されてしまい、勉強会やレクリ

エーションなどの地区企画を行うことがで

きませんでした。 

私の理事任期も残り半年程ですが、技師

会が少しでも盛り上がるように頑張りたい

と思います。 

本年もよろしくお願い致します。 

      中央西地区理事 萩野 孝弥 

      中央西地区理事 萩野 孝弥                       

あけましておめでとうございます 

 
昨年は新型コロナの影響で技師会活動だけで

なくあらゆる活動が制限されてしまいまし

た。 

それを理由に勉強会の企画や参加などあまり

積極的に行えず皆様にはご迷惑をしてしまい

ました。任期も残り半年となりましたがもう

少し皆様のお役に立てるよう頑張りたいと思

います。本年もよろしくお願いいたします。 

 

中央南地区理事 中田 暢将                       

  あけましておめでとうございます。 

 

  昨年は自粛だらけの一年になりました

が、今年は我慢しない年になればと思っ

ています。 

  皆さんも健康に気を付けよい一年にし

ましょう。 

 

  本年もよろしくお願いいたします。 

 

      中央東地区理事 菊地 真司                       

 あけましておめでとうございます。 

 

旧年は、新型コロナの影響を受け技師会活動並

びに仕事ですら例年道理いきませんでした。 

今年は、皆さまの仕事並びにプライベートに 

影響なく楽しい日々が過ごせるように願って 

おります。 

個人的には、理事任期も半年となりましたの

で、何かもう一度技師の皆様と会える企画で 

もできたらいいなと思っております。 

 

       東部地区理事 楠永 倫也                       
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会の動き 
令和 2 年度 第 8 回常務理事会 
 

12 月 1 日（火）、総合あんしんセンターにて第 8 回常務理事会を開催した。 
 

 

お知らせ 
令和 2 年度 診療放射線技師基礎技術講習「MRI」（ご案内） 
  

基礎技術講習の１つ、「ＭＲＩ」を高知県で再度開催いたします。 

これは、診療放射線技師として必要な基礎知識と技術を身につけ、医療及び

保健、福祉の向上に努めることを目的とした講習で、修了時には学術研修カ

ウントと修了証書が授与されます。  
 

記 
 

１．日  時  令和 3 年 2 月 7 日（日） 

２．開催場所  高知市総合あんしんセンター 中会議室 

３．定  員  50 名  

４．申込方法  日本放射線技師会ホームページ会員用システム内のイベント 

申 込 メ ニ ュ ー  か ら お 申 し 込 み く だ さ い 。        

（非会員の方は JART 情報システムに非会員として新規登録のうえ、同様にお申し込みください） 

５．受講料   会員 3,000 円、非会員 10,000 円（検定試験料を含みます）         

専用払込票が郵送されますので、コンビニ等でお支払いください 
 

問合せ先 高知県診療放射線技師会 学術委員会 

担当 中村 伸治 Email. snakamura@chikamori.com 

 

高知県放射線技師学術大会              学術 
 

 令和２年度高知県診療放射線技師学術大会の演題を募集します。 
 

日 時 ； 令和 3年 3月 14 日(日)  
           ＊会場調整のため 2/7 より変更になりました 

会 場 ； 高知市総合あんしんセンター３階 中会議室 
発表形式 ；パソコンプレゼン PowerPoint2010 

(ノートパソコンまたはUSB、CD に演題を保存し当日お持ちください) 

発表時間 ；10 分以内（発表7 分、質疑応答3 分） 

申込方法 ；申込用紙に演題内容を記載し、下記のメールまで、お申し込みください。 

申込み先；Male: tomozen-akihiryu@power.odn.ne.jp  

申込締切 ；令和3年1月12日(火)  （募集期間を延長しました） 
 

高知県学術奨励賞の授与もありますので、奮って、演題発表をお願いします。 

 

mailto:snakamura@chikamori.com
mailto:tomozen-akihiryu@power.odn.ne.jp
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□プログラム 

 8:30      役員集合 

9:00～ 9:20   受  付（一般・座長・演者） 

9:25～ 9:30  開会の挨拶                 会長 巴 昭彦 

9:30～10:20  一般演題                   座長 大川剛史 

 

10:30～12:00  MRI技術研究会セッション    90分   司会 所谷亮太朗 

－テーマ「MRIの安全管理について」－ 

1．アンケート調査報告「夜間 MRI検査の実施について」 

                             川﨑 幸治 

2．シンポジウム 

高知医療センターが取り組む安全管理   岡 雅輝 

国立高知病院が取り組む安全管理     吉田政弘 

近森病院が取り組む安全管理       西田和弘 

3．パネルディスカッション      座長 前田知則 

八百川 心 

12:00～13:00  休  憩 

13:00～14:00  技師長会セッション       60分   司会 髙橋宏幸 

1．特別講演     40分 

2．ディスカッション 20分 

14:00～14:30  新修士課程説明会        30分   司会 伊東賢二 

      修士課程「ヘルスケアイノベーションコース」について 

14:30～14:40  閉会の挨拶                副会長 髙橋宏幸 

 

 

高知 MRI 技術研究会発足のお知らせ       代表世話人 所谷亮太朗 
  

 

現在、県下では技師に向けたモダリティ毎の勉強会や研究会があり、最新の技術や情報の共有

化に重要な役割をはたしているのは皆様ご存知の通りです。今後、QIBA や Radiomics といった定

量性や再現性の向上にむけ、これらの会がより一層重要な役割をはたしていくものと思われます。

このような状況の中、MRI に関してもプロトコールの最適化や共有化が必要であると考え診療放射

線技師が主体となった MRIの勉強会を発足させました。 

高知 MRI 技術研究会では以上のような趣旨に基づいて勉強会や講習会、状況が落ち着けば懇親

会を立案していきます。皆様の意見を取り入れ横のつながりを育てていきたいと思いますので、

ぜひ積極的な参加をお願いします。 

なお、高知 MRI技術研究会では次回高知県放射線技師会学術大会の企画として夜間の MRI検査に

おける安全管理をテーマにシンポジウムを企画しており、その中で皆様にアンケートをお願いし

ております。アンケートは Google Formsで行います。高知県診療放射線技師会 HPにアドレスを記

載していただきますので、ぜひアンケートにご協力ください。 

よろしくお願いいたします。 
 

高知 MRI 技術研究会 
 

代表世話人 前田 知則 【内田脳神経外科】  八百川 心 【高知大学医学部附属病院】 

     所谷亮太朗 【高知大学医学部附属病院】 

 

世話人   吉田 政弘 【国立高知病院】   川﨑 幸治 【高知赤十字病院】 

        岡  雅輝 【高知医療センター】 西田 和弘 【近森病院】 

 

Google Forms アドレス  https://forms.gle/4YzC8XQREaiwkWbQ7 
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その 199（ 山本 隆信：田野病院 ） 

  

富士フイルムメディカル株式会社 高知営業所の北村さんよりバトンを託されました。 

初めまして、田野病院の山本隆信と申します。今年の夏、高知県に引っ越して間もなく、 

リレーエッセイを書くことになりました。これからお世話になる高知県診療放射線技師会

に早速触れられる良い機会となりました。よろしくお願い致します。 

 北村さんは、私が高知県に来て初めて職場以外の方とお話した方でした。初対面にも関

わらず優しくて気さくに話しかけて下さり、北村さんのおかげで高知県民への好印象を持

つことができたといっても過言では無いです(笑) 

 さて、高知県の新参者ということもあり、自己紹介も兼ねて私の身の回りについて書か

せて頂きます。 

 私の出身地は愛知県安城市という所です。近隣の市町村と含めたこの地域は三河と呼ば

れ、大河ドラマなど時代劇をご覧になる方には親しみのある地名かと思います。田園の広

がる平野に囲まれた街の中心部には新幹線や多くの国道が通っており、名古屋方面や自動

車メーカーの本社が構える豊田市など県内アクセスの充実さからベッドタウンとして働く

方々に利用されます。さっぱりしているとよく表現される安城市ですが、地元で製造され

る 1 本 3m の手延べ素麺や生産量トップクラスのイチジク、日本三大(自称)の安城七夕祭

りが市民の自慢です。ご興味があれば是非、調べてみて下さい。 

 四国へ足を踏み入れたことの無かった私と高知県との縁は、同じ放射線技師である父親

が影響しており、高知県で勤めておられる父の学友の勧めで私は高知県に来ることになり

ました。小さい頃から自然の景観と海の幸が憧れだった私にとって、高知県の生活はとて

も楽しく、何もかもが新鮮な毎日です。 

私の父親と、実は祖父も放射線技師だということもあり、それぞれの背中を追いかける

形で夢を叶える事ができました。いずれ親子 3 代揃ってユニホーム姿で写真を撮ろうと約

束しておりましたが、中々機会を合わせることのできないまま今年の夏に祖父は他界して

しまいました。昨今の感染症の影響で別れの挨拶やお墓参りにも未だに行けておらず、非

常に悔しい思いを抱いております。少しでも早くこの状況が収まれば、と心から願ってお

ります。 

そんな私の最初のバトンを受け取っていただいたのは JA 高知病院の楠永倫也さんです。

共通の趣味を通じて声を掛けて下さり、私にとって高知県技師会の先輩第 1 号となる方で

す。いずれ高知のお酒と食事を詳しく教わりたいと思っております。 

それでは JA 高知病院の楠永さんにバトンタッチ! 
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総務報告（令和２年１１月３０日現在） 

１．高知県の会員数     ２０１名 

２．令和２年度会費納入者  １７２名 

       賛助会員     ５社 

３．令和元年度会費納入者    ７名 

４．令和２年度新入会員数    ２名 

 （今月の新入会）       ０名 

５．令和２年度再入会員数    １名 

（今月の再入会）       ０名 

６．令和２年度退会者数     ５名 

 （今月の退会者）       ０名 

７．令和２年度転出者数     ０名 

８．令和２年度転入者数     ２名 

 （今月の転入会者）          ０名 

９．今月の会員異動  

    なし 

  

(文責編集広報) 

 


